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北九州市環境審議会における審議について 

（事業系ごみの減量リサイクルの推進） 

 

 

北九州市では、事業系ごみの減量リサイクルを推進するため、令和６年１１月５日（火）に

開催された第７０回北九州市環境審議会において「北九州市における事業系ごみの減量リ

サイクル」について、ご審議いただいたので報告するもの。 

 

１ 審議の内容について 

（１）審 議 資 料  別紙１のとおり 

（２）審 議 内 容  事業系ごみの処理手数料のあり方について 

   

２ 委員からの主な意見 

・ 手数料改定には賛成だが、北九州市に進出を考えている企業の障害とならないよ

うに配慮が必要ではないか。 

・ 周辺自治体の手数料やリサイクル処理料金との価格差が、市外ごみの流入やリサ 

イクルが進まない原因になっていると思う。 

・ 手数料改定をする際には、同時に不法投棄の対策をしっかりしてほしい。 

・ リサイクル業者が多い紙類は誘導しやすいと思うが、生ごみリサイクルの受け皿づ 

くりも力を入れてほしい。 

・ 事業系ごみを処理するのに市民の税金が使われている状況が生じている。事業者

が費用を負担するよう手数料改定には賛成。ごみを減らすため、事業者にはごみの

分別を進めてもらうとよい。紙類のように、生ごみの受け入れ先の検討も進めてほ

しい。 

・ 積極的に分別に取り組んだ企業がモチベーションを維持できるような表彰制度など 

があるといいのではないか。 
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